
大
正
大
學
研
究
紀
要
　
第
一
〇
三
輯

258

１．はじめに

　アメリカ人宣教師ブラウン（Samuel Robbins Brown）は、1859（安政 6）

年 11 月に来日し、1863（文久 3）年に『Colloquial Japanese（以下『会話

日本語』とする）』を出版した。『会話日本語』の中核である「会話文集」は、

英語例文をアルファベット順に配列し、その文に対応する丁寧体・普通体の

原則２種の日本語例文を提示した例文対訳集である。『会話日本語』では触

れられていないが、ブラウンの書簡をまとめた高谷道男（1965）の 1860

年 12 月 31 日付書簡には、次のように「会話文集」の原典が記されている。 

　　わたしの研究をすすめるため、また、日本語の知識を得たい人々に役立

　　てるため、英語の慣用句の書物を会話体の日本語に訳すことにいたしま

　　した。その書物というのは、マラッカの英華学堂（Anglo-Chinese 

　　College）で出版された「辞典」（Lexilogus）のことです。わたしが

　　1841 年マラッカを訪ねたとき、レッグを助けて、その「辞典」を広東

　　の口語体になおしたことがあります。

そこで、『Lexilogus（以下『原典』とする）』の英語例文と「会話文集」

の英語例文とを対照したところ、ブラウンは『原典』をそのまま日本語に翻

訳したのではなく、自作の例文を加えて「会話文集」を編纂したことが明ら

かになった。「会話文集」の英語例文全 1273 文は次の 3 タイプに整理でき

るが、ブラウンが加えた例文は 28％を占めている。「会話文集」と『原典』

の関連を明らかにした研究に常盤智子（2016）、シュテファン・カイザー

（2017）があるが、英語例文の一致率は前者が 75.4％、後者が 80％程度で
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異なりがある。本稿の一致率は 72％であるが、異なりの一因として類似例

文を部分一致とするか否かという判定の相違が考えられる。本稿では意味の

側面に重点をおいて判定を行った。

　①『原典』をそのまま使用した英語例文　　　619 文

②『原典』を部分的に変えた英語例文　　　　297 文

③ブラウンが加えた英語例文　　　　　　　　357 文

『会話日本語』の編纂目的に「日本語の知識を得たい人々に役立てるため」

と記されていることから、タイプ②③に対応する日本語例文には日本に特化

した名詞が提示されていると考えられる。とくにタイプ③は、英文や漢文か

らの翻訳ではなく日本で収集した名詞が含まれていると推測できる。そこで

本稿では、ブラウンが加えた英語例文に対応する日本語例文にのみ提示され

る名詞の特徴を明らかにするために、名詞に『分類語彙表』の分類番号を付

与し、意味分野に分類したうえで考察する。

2．資料

２－１.『Lexilogus（『原典』）』

「会話文集」の『原典』は、ジェームズ・レッグ（James Legge）が 1841

年にマラッカの英華学堂（Anglo-Chinese College）で出版した口語例文対訳

書である。レッグの名は『原典』に記されていないが、本稿では上述の書

簡を裏付けのひとつとして捉えている。『Lexilogus』は例文集のみで文法解

説や単語集、索引は設けられていないが、書名に基づき『辞典』（高山道男

1965）『字典』（杉本つとむ 1999）のように訳されている。

『原典』の構成は、序文、音声（マレー語の母音、粤語の母音・二重母音・

子音）、口語例文の対訳からなる。全 1205 文の英語例文をマレー語、中文、

閩南語、粤語に対訳して見開き 2 ページに横並びに配置している。例文に

は場面が与えられておらず、前後文との関連もない。また、例文には番号

が振られておらず、提示順にも規則がない。最終ページは 111 であるが、

106、108 から 111 ページにわたり打番違いがあるため、全 115 ページと

二
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なる。

序文には口述された粤語音をブラウンが書きとめたことが記されており、

『原典』の編纂に関わっていたことが確認できる。

なお、本稿では国会図書館所蔵本、カリフォルニア大学所蔵本を用いた。

２－２．『会話日本語』

『会話日本語』は、ブラウンが 1863 年に上海の長老派協会伝道団印刷所

（Presbyterian Mission Press）から出版した日本語研究書である。

『会話日本語』の構成は、序文、表記法、日本語文法序説、会話文集、対話編、

度量衡、貨幣、単語の英和索引からなる。本稿で取りあげるのは『原典』に

基づく「会話文集」である。例文は英語例文文頭のアルファベット順に配列

されているが、場面は与えられておらず、前後文との関連はない。英語例文

には番号が振られており、最終番号は 1270 であるが、番号が二重に使用さ

れているものが 1 例文（No.404）、番号なしが 2 例文（No.603 と No.604 の間、

No.737 と No.738 の間）あるため実際は 1273 文となる。英語例文１文に

対し、原則として丁寧体・普通体の日本語例文を提示しているが、日本語例

文の数は一定ではない。対応する日本語例文が 1 文のものが 70 例、2 文の

ものが 1200 例、3 文のものが 1 例、4 文のものが 2 例あり、日本語例文は

合計 2481 文になる。

日本語例文は全て大文字のカタカナで示され、促音、拗音の別がない。ま

た、表記には揺れがある。本稿では表記および音声を取りあげないため、表

記は意味に基づき便宜的にひとつにまとめて扱うこととする。

上述のように『原典』には文法解説や単語索引がなく、例文の提示順にも

規則がないため、ブラウンは実用面に留意して「会話文集」の体裁を整えた

と考えられる。高谷道男（1965）によれば、1860 年 12 月 31 日付書簡で

ブラウンは例文の提示順、索引に触れ、「でき上がったら、普通用いられて

いる文章を集めたものばかりでなく、その書物の中に出てくる英語と日本語

の単語集ともなるでしょう」と語の検索を可能にして利便性を高める改善を

行ったことを示している。1863 年 8 月 25 日付書簡には横浜英学所で『会

話日本語』が役立っているとの記述があり、改善は双方向利用を見越したも

三
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のとも捉えられる。

来日以前のブラウンの日本語学習歴は明らかではないが、高谷道男（1965）

によればアメリカから日本までの半年の船旅の間、ブラウンが指導者となって

日本語勉強クラスを編成している。また、ブラウンは日本渡航以前に宣教して

いた中国で漢文を習得しており、『会話日本語』の編纂と並行して、漢訳聖書

と S. W. ウィリアムズが訳した日本語訳聖書の原稿をもとに、日本語教師とと

もに聖書の和訳を進めている。

来日後、ブラウンはヘボンが借りていた神奈川の成仏寺に住まうことに

なった。グリフュス（1991）によれば、「宣教師の身辺の安全を確保するた

めに、日本政府はヘボンらが住む寺の周辺に頑丈な高い塀を巡らし、門には

4 人の侍を配置した」という。日本人の使用人もいたが、「為政者は日本の

言語をはじめ、国民生活に関して、外国人に知られることを警戒していた。

外国人の周囲にいる教師、召使、魚や野菜の行商人、果ては門の警備員に到

るまでがことごとく政府差し回しのスパイで、頻繁に訪ねてくる地元の役人

たちまでが同様であった」とある。本稿ではグリフュスの記述を精査できな

いが、高谷道男（1961）によれば 1861 年の春頃ヘボン夫人が日本人に棍

棒で打たれるという事件があり、日本語研究に適した環境ではなかったこと

がうかがえる。

しかし、高谷道男（1965）の 1860 年 12 月 31 日付書簡には、アメリカ

公使ハリスの紹介で 3 月中旬以降に江戸で日本語教師（矢野隆山）を雇い

入れたこと、『会話日本語』の 3 度目の改訂を行っていることが記されている。

雇い入れから 9 か月ほどの間に、編纂作業が進んだことがわかる。1860 年

4 月 1 日にはゴーブルが来日し、成仏寺に住まっている。高谷道男（1961）

には、漂流によって英語を習得することになった日本人仙太郎（サム・パッ

チ）がゴーブルの従者をしていたことが記されている。また、バラ（1992）

にはピジン・イングリッシュを話す召使の記述がある。このような言語環境

が丁寧体・普通体 2 種の対訳に影響したと考えられる。

日本における名詞の収集期間および原稿の執筆期間については、不明な点

が多い。上述のように高谷道男（1965）の 1863 年 8 月 25 日付書簡には、

横浜英学所で『会話日本語』が役立っていると記されており、印刷期間も含

四



大
正
大
學
研
究
紀
要
　
第
一
〇
三
輯

254

め来日から 3 年半ほどで出版されている。ブラウンの書簡から編纂過程を

たどると、1860 年 12 月 31 日付書簡で『会話日本語』の 3 度目の改訂に

触れており、1861 年 8 月 16 日付書簡では、原稿を 40 ページに分割して

上海の印刷所に船便で送っていることが記されている。また、1862 年 2 月

18 日付書簡では原稿の主要部分は上海に送付済みだが印刷が遅れているこ

と、10 月にブラウンが上海に渡航して 3 週間ほど印刷監督を行ったことが

記されている。「会話文集」の英語例文がアルファベット順に配列されてい

ることや上述の編纂過程を見る限り、名詞の収集期間および「会話文集」の

執筆期間は、来日から 1861 年 10 月中旬までの約 2 年と推測される。

なお、本稿では大正大学所蔵本を資料に用いた。

３．調査の概要

３－１．『会話日本語』と『原典』の対照

上述のように、意味の側面に重点を置いて『原典』と「会話文集」の英語

例文を対照して整理した。判定基準は、次のとおりである。①『原典』と同

文あるいは語順が入れ替わっていても文意に影響がないものは同文として扱

い、「原文」に分類する。②英語例文の一部の語を別の語に入れ替えたもの

および『原典』の英語例文を利用して作文したものは「改文」に分類する。

③『原典』の例文と一致しないものは「独自文」に分類する。

３－２. 名詞の収集と分類番号付与

「会話文集」の日本語例文には丁寧体と普通体とがあり、位相を表そうと

していることから両文の名詞を収集した。収集にあたり名詞および意味の判

定基準として『日本国語大辞典』を用い、『江戸時代語辞典』『江戸語大辞典』『和

英語林集成：初版・再版・三版対照総索引』を参照した。また収集する名詞

の範囲から、日本語と英語とで品詞が異なる代名詞を除いた。その結果、収

集した名詞の異なり語数は 961 語、のべ語数は 3325 語となった。本稿で

は異なり語を中心に考察する。

五
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軸は異なり語数である。なお、「会話文集」には中項目「芸術」「生物」の名

詞は使用されていない。

さらに独自文にのみ提示される名詞を抽出するために、英語例文をもとに分

類した①②③のふたつ以上の文のタイプで使用される日本語例文の名詞を調査

し、分類Ｄ（以下「共用」とする）として分離した。したがって、日本語例文

の名詞は次の４タイプに整理できる。名詞の語数は、独自文が最も多い。

Ａ原文にのみ提示される名詞　　　　　　　　　　　　　　　 226 語

Ｂ改文にのみ提示される名詞　　　　　　　　　　　　　　　 168 語

Ｃ独自文にのみ提示される名詞　　　　　　　　　　　　　　 344 語

Ｄ英語例文分類①②③のふたつ以上のタイプで提示される名詞　　223 語

次に、個々の名詞に意味の分類基準となる『分類語彙表』の分類番号を付

与した。分類番号は類、部門、中項目、分類項目の 4 層構造になっており、

名詞は体の類になる。部門には抽象的関係、人間活動の主体、人間活動－精

神および行為、生産物および用具、自然物および自然現象の 5 部門がある。

部門の下位の項目として中項目があり、中項目はさらに細かい分類項目に分

かれている。付与においては、田島毓堂（1999）で指摘されたように複合

語の取扱いが問題となったが、本稿では原則として複合語は要素に分解して

扱った。

　

４．名詞の分布と考察

分類番号を付与した「会話文集」の全名詞を部門ごとにまとめると抽象的

六

関係 237 語、人間活動の主体 139 語、人間活動－精神および行為 238 語、

生産物および用具 170 語、自然物および自然現象 177 語で、合計 961 語と

なる。名詞を部門・中項目に分類すると次のような分布になる。グラフの縦
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七

グラフ１：「会話文集」の名詞の分布

　以下、部門ごとに原文、改文、独自文、共用の 4 タイプに分類したグラ

フを示す。グラフを概観した後、部門に分類される独自文の名詞を表に示し

たうえで考察する。

4 － 1．抽象的関係
グラフ２：部門「抽象的関係」の名詞の分布

部門「抽象的関係」の異なり語数 237 語のうち独自文の語数は 52 語で、

21.9％を占めている。中項目はグラフのように 10 項目あるが、「時間」と「量」

の語数が突出している。語数が最も少ない「力」は、独自文には使用されて

いない。なお、グラフの縦軸は異なり語数である。

表１：独自文「抽象的関係」の名詞一覧表
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八

部門「人間活動の主体」の異なり語数 139 語のうち独自文の語数は 70

語で 50.4％を占めており、他の 3 タイプの文の合計を上回っている。

中項目は、グラフのように８項目ある。グラフ全体を概観すると、「人物」「公

独自文には使用されていない中項目「力」は、表 1 から除いた。

中項目「時間」は「会話文集」の中で最も語数が多い意味分野となって

いるが、これはブラウンが時間表現を重視した結果と考えられる。しかし、

4 タイプの文のうち独自文の「時間」が最も少なく、14.1％となっている。

時間に関する名詞は共用、原文を中心に豊富に提示されており、足りない表

現を独自文や改文で補ったと推測される。注目すべきは、中項目「量」の下

位分類「数記号（一二三）」のムツ、ヨツ、ハンである。江戸と西洋の時刻

制度の相違は『会話日本語』で解説されているが、例文で対照して示す目的

があったと考えられる。

中項目「空間」にはエスガタがある。英語名詞は「portrait」であるが、

丁寧体・普通体の両方でエスガタが提示されており位相は示されていない。

中項目「存在」のヒミツ（丁寧体）とナイシヨウ（普通体）、中項目「時間」

のニツチウ（丁寧体）とマヒル（普通体）のように 2 種の文体で異なる名

詞を提示する場合もあるが、名詞は文体ほど明確な位相差がみられない。こ

の点について、加藤知己（1998）は、「文体への配慮による訳し換えとは別

に、時には多様な語彙を示す意図でなされた訳し換え」があったのではない

かと指摘している。ブラウンは位相を表す目的のほかに類義語を示す目的で

2 種の文体に異なる名詞を掲げたと考えられる。

４－２．人間活動の主体
グラフ３：部門「人間活動の主体」の名詞の分布
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九

私」「成員」の独自文の語数が突出している。「機関」は、独自文には使用さ

れていない。

表２：独自文「人間活動の主体」の名詞一覧表

独自文には使用されていない中項目「機関」は、表 2 から除いた。

「人間活動の主体」は５部門の中で最も語数が少ないが、上述のように独

自文に語が集中している中項目が見られる。

中項目「人物」の下位分類で最も語数が多いのは「人物」で、オロカモノ、

グニンのような人の性質やカイゾク、ヌスビトのような生業を表す語が見ら

れる。丁寧体にはオロカモノ、普通体にはグニンが使用されており、類義語

を示す意図があったとみられる。

「人種・民族」ではオランダジン、「君主」ではニヨテイ、「固有人名」で

はビクトリアのような語が見られるが、これらは医療知識や世界情勢を伝え

る例文で提示されている。『会話日本語』の編纂目的は「日本語の知識を得

たい人々に役立てる」ことであるが、日本人に対しても有益であるよう計画

されたものと考えられる。

中項目「公私」には、居住地であるカナガワ、江戸のアサクサやニホンバ

シ、カラフトのような「固有地名」が見られる。外国についてはヨロパ、イ

ギリスゴク、ロンドンがあるものの、アメリカの都市名は見られない。

中項目「成員」にはデモイシヤやダイカンのような語が見られるが、外国
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一
〇

人に直接対応する日本人の官職は示されていない。

ブラウンは人物の性質、生業、地名を具体的に示すことに重点を置いたと

考えられる。しかし、ブラウンの母国であるアメリカの都市名は提示されて

いない。また、外国人に関連のある日本の機関や直接対応する官職が独自文

には提示されていない。

4 － 3．人間活動－精神および行為
グラフ４：部門「人間活動－精神および行為」の名詞の分布

部門「人間活動－精神および行為」の異なり語数 238 語のうち独自文の

語数は 75 語で 31.5％を占めている。中項目は、グラフのように 9 項目ある。

独自文を概観すると、「心」の語数が最も多く、次いで「言語」、「生活」、「経

済」の順になっている。

表３：独自文「人間活動－精神および行為」の名詞一覧表

「会話文集」には使用されていない中項目「芸術」は、表 3 から除いた。

中項目「心」は特定の分類項目に偏ることなく、各分類項目に語が広く分
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散している。自他の心を表現する語を重視した結果といえる。

中項目「言語」の下位の分類項目「文書」では５語が提示されている。ブ

ラウンは文書の種類を重要視していたと考えられる。「文書」に加え、下位

分類「書き」でもケツパン、フウインのように文書に関わる名詞が見られる。

中項目「生活」には、カネ、ゲンブクのような日本の文化、風習に関わる

名詞が見られる。また中項目「経済」でも、ネング、カリヤウのような日本

の税、罰則など制度に関わる名詞が見られる。

ブラウンは日本の文書、文化や風習、制度に関わる名詞を独自文で提示し

ている。

４－４．生産物および用具
グラフ５：部門「生産物および用具」の名詞の分布

部門「生産物および用具」の異なり語数 170 語のうち独自文の語数は 75

語で 44.1％を占めている。中項目は、グラフのように８項目ある。独自文

を概観すると、語数は「道具」が最も多く、次いで「資材」「衣料」、「食料」

の順になっている。
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表４：独自文「生産物および用具」の名詞一覧表

部門「生産物および用具」の中項目「資材」「衣料」の語は、独自文に集

中している。

中項目「道具」には、フタ、ヂヤウギ、クマデ、ハナフキのような実生活

で必要な語がある。中項目「資材」にはトヲユ、サシのような日本特有の物

品があり、日本で収集されたことがわかる。

また中項目「衣料」には、カナキン、チリメン、ビロウドがあり、布生地

の特性の説明や購入場面を想定した例文に使用されている。洋装に必要なカ

ムリモノやナガグツも見られるが、使用人に指示する例文に提示されている。

なお、ハラオビは馬に鞍をつけるために締める帯である。中項目「機械」に

船に関する名詞が見られるが、船と馬は実際に使用する交通手段であり、使

用人に指示を与えるために獲得する必要があった名詞と考えられる。

その一方で中項目「食料」はタベモノ、サカナのような総称が見られるの

みで、下位語にあたる具体的な名詞が提示されていない。中項目「食料」に

は薬剤・薬品、化粧品の下位分類があり、イレボウソウ、カウが見られる。

イレボウソウは、医療知識を伝えるために使用された語である。

ブラウンは独自文で生活に密着した名詞を提示しているが、中項目「食料」

のサカナように独自文の特徴がみられない意味分野もある。　
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４－５．自然物および自然現象
グラフ６：部門「自然物および自然現象」の名詞の分布

部門「自然物および自然現象」の異なり語数 177 語のうち独自文の語数

は 72 語で 40.1％を占めている。中項目は、グラフのように８項目ある。独

自文を概観すると、語数は「動物」が最も多く、次いで「植物」、「物質」の

順になっている。

表５：独自文「自然物および自然現象」の名詞一覧表

「会話文集」に 1 語も使われていない中項目「生物」は表 5 から除いた。

部門「自然物および自然現象」を考察すると、中項目「動物」と「植物」

の語数は独自文に集中している。

部門の中では中項目「動物」の語数が最も多く、下位分類ではイノシシ、

シカのような哺乳類、キジ、ウズラ、ツルのような鳥類について豊富に語を

提示している。トナカイはアイヌ語に由来する語で、『和英語林集成』では

3 版に収録されている。その他の動物ではカタツムリ（丁寧体）、マイマイ
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ツブリ（普通体）が提示されている。江戸時代の方言を収集した『物類称呼』

では、江戸の俚言として「まいまいつぶり」が挙げられており、日本語教師

の影響がうかがえる。しかし、魚類についてはシヤケ 1 語にとどまっている。

中項目「植物」では、ナタネ、カラスムギ、モロコシのように食材となる

語が見られる。また、植物の部位についても、タマ、ハ、ハナのような名詞

が提示されている。

中項目「物質」の下位分類には元素がありアカガネが見られる。鉱物では

イワウ、エンシヤウ、シヤウセキのような火薬の製造に関わる語が見られる。

国によって主要な動物、植物には異なりがあるが、独自文では日本に生息

する動物、食材となる植物を提示している。また、火薬の原料のように知識

を伝えるための名詞も提示されている。しかし、中項目「動物」の下位分類

魚類のように、独自文の特徴がみられない意味分野もある。

５．おわりに

本稿では、ブラウンが「会話文集」編纂のために『原典』に加えた独自文

に対応する日本語例文には日本に特化した名詞が提示されていると推測し、

その特徴を明らかにするために、名詞を意味分野に分類して考察した。

これにより、次のような特徴が明らかになった。

（1）日本での日常生活に必要な名詞が具体的に示されている

（2）日本の文化や風習、時刻制度や税制度、罰則に関する名詞が示され

ている

（3）日本に生息する動物、食材となる植物が具体的に示されている

独自文の名詞の特徴から、ブラウンは生活に密着した実用性の高い語を豊

富に提示することを編纂方針のひとつとしていたと考えられる。この点は、

独自文に使用される名詞の数が他の文のタイプに比べて多いこと、丁寧体・

普通体 2 種の日本語例文で異なる名詞を提示する場合があることからも明

らかである。部門「生産物および用具」には日本で収集された名詞も見られる。

ただし、部門「人間活動の主体」の中項目「機関」「成員」、部門「自然物お

よび自然現象」の中項目「動物」の下位分類魚類のように、独自文の特徴が
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みられない意味分野もある。また、2 種の文体で位相を表しているが、名詞

においては文体ほど明確な位相差が認められない。名詞の位相については別

稿で明らかにしたい。

さらに、英語母語話者に対して日本に関する知識を提示するだけでなく、

日本人に対しても有益な情報を提示していることが明らかになった。

（4）世界情勢や医学・化学、西欧の文化に関する名詞が示されている

今後の課題としては、改文、共用に含まれる日本に特化した名詞を考察す

ることが挙げられる。ブラウンが「日本語の知識を得たい人々に役立てるた

め」に収録した名詞の特徴を明らかにするため引き続き研究を進める。
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